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わが国の海外石油開発の現状

(その1)

1.まえがき

近年のわが国の著しい経済成長は必然的にエネルギ

ｰ消費の著しい伸びをもたらした.そのエネルギｰの

中で石油は約70%のウエイトを占め加えて石油化学

原料としての需要の伸びも著しく昭和46(1971)年度

の需要最は2億k1をこえる状態に達し昭和50(1975)

年度には3億蛆をまた同60(1985)年度には5億虹を

こえると想定されている.これを原油だけについて見

ると昭和37～45(1962～1970)年間の輸入量および処

理量の推移は表!に示すとおりである.また現在

わが国は石油消費量では米国･ソ連に次いで世界第

3位原油輸入量では第1位という状態にある.

これに対して昭和45年における国産原油の生産量は

899,189k1すたわち約90万k1でわが国の石油鉱業始ま

って以来の数字を記録したカミら総処理量に占める比率

はわずかに0.47%で準国産原油であるアラビア石油

(株)および北スマトラ石油開発協力(株)の分を合わせて

も11.6%程度を占めるに過ぎないのが現状であり同

表2わカミ国の石油･天然ガスの生

合杜

おさむ

福閏理

年には実に約1億9,600万回もの原油を輸入している

(表1および2参表照).

この輸入に要する外貨は昭稲44(1969)年で約23億

ドノレという巨額に上り輸入総額150億ドノレの約15%を

占めこのまま推移したのでは保有している外貨を食

いつぶしてしまうことになりかねたい.それ以上に心

表1わが国の原油の輸入量および処理量の推移(単位工,000k1)
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〔注〕北スマトラ石油は返済原滴引取量
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メソポタミア地向斜の横断面図

㌧石油鉱裳連盟･天然ガス鉱業会19691

配されるのは今後の海外情勢如何によっては必要な

原油量を確保でき恋くなる事態が発生しかねたいことで

ある.それ故わカ溜としては積極的に自らの手で

海外石油開発を行ないその結果得られる原油を国内に

持ちこむことによってエネルギｰの安定化ならびに

長期的に見た低廉化を図ると同時にほう大な外貨の流

出を防がたければたらない.昭穐42(1967)年石油

開発公団という海外石油開発のための推進母体が創設さ

れまた多くの企業が海外石油開発に乗り出しているの

はこのようた事態の反映にほかたら孜い.

昭和45(1970)年9月のリビアにおける石油公示価額

引上げに始まるOPEC(石油輸出国機構)の値上げ攻勢

に対しわすか肢石油の自主供給源しかもたたいわが国

がいかに弱い立場に立たされたかは新聞その他の報

導によってよく知られているが唯一の対策ともいうべ

きわが国の海外石油開発の現状については直接の関係

者以外にはほとんど知られていたい.ここにその現状

について地域別に述べ広くかつ深く現状を認識してい

ただくとともに石油開発事業が息の長い仕事であり

長期間にわたって技術面ばかりでなく政治･経済の

両面を含めた不断の努力を必要とすることを理解されて

暖かいご支援とごべんたつをお願いする次第である.

2.中東地域
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図2中東石油地域の地質構造匿分

(石油鉱業連盟･天然ガス鉢業会工969)

1)概要

中東油田地帯における1968年の原油生産量は6億3,000

万k1また埋蔵量は430億Hであり全世界の生産量お

よび埋蔵量のそれぞれ29%および59%に相当する.こ

の豊富な石油資源は古生代初期から第三紀末に至る間

広大次地域にわたって多少の不整合を挟みたがらも

海成層を主体とする厚層がほとんど連続的に堆積した

ことに根ざすところが大きい.わが国の海外石油開発

がこの地域で始まったのもけだし当然であろう.

2)地質概説

この地域にはアラビア半島の西部に広く露出する先

カンブリア系の基盤岩類を囲んでカンブリア系から新

第三系にわたる地層が順次外側に分布している.こ

れらの地層はメソポタミア地向斜の中心に向かってゆ

るく沈降しかつ一般にその厚さを増している(図1).

この地域はカンブリア紀以降何回かの地殻変動一を受

けたカミペノレシァ湾の北東側を除いではいずれも上下

運動であって著しい傾斜不整合を生ずるようた激しい

変動は受けていない.その結果地向斜の眉状地側は

単純な構造であるが北東側は白亜紀後期から地背斜化

しアルプス造山運動によって複雑に榴曲し著しい衝

上断層を伴っている.�
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(石油鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969)

W晒s,L.G.(1952)はこの地域を次のようだ構造

区に分けている(図2).

i)アラビア層状地(ArabianShie1d)

ii)安定前地棚(Stab1eForelandShelf)

iii)中間帯(HingeBeIt)

iマ)凹地および前面福山帯

v)ナッペ帯(NappeZone)

以上のうちii)はi)の層状地に接し大部分は中

生代後期から安定地塊化した地域で断層はあるカミ摺

曲はごく一部に見られるだけである.iii)はii)とか

つての地向斜中心部(i∀)との中間帯で層状地側の陸

成～浅海成堆積相と地向斜性堆積相との漸移帯に当る.

南イラクとペルシア湾南西岸の油田群はすべてこの構

造区に位置する.iv)は現在のT･u･us-Za9工｡s山地で

白亜紀後期から地背斜化しその前面に前凹地(FOrede･

ep)を生じ白亜紀末から始新世にかけてそこにフリ

ッシュ型の地層が厚く堆積した.新第三紀には上昇

地域の拡大に伴って前凹地は移動しそこに初めフリッ

シュ型の地層が次いでモラッセ型の地層カミ堆積した.

基盤上に地層かもっとも厚く堆積したのが本地帯でイ

ランのHaftKe1地域ではその厚さは9,700m一にも達

するといわれている.Taurus■agros山地はアノレプス

造山運動によって複雑に福曲したものでトノレコ南東部

シリア北イラクおよび南イランの油田群はすべて

その前脚丘陵帯(Foothi11sbe1t)上に位置している.

3)石油地質

中東油田地帯にはカンブリア系から第三系までの地

層がよく発達し先二畳紀先白亜紀後期および先中

新世などのいくつかの不整合があるが全体として静か

な沈降カミ続き厚い堆積が行たわれた地域である.

GREIG,D･A･(1958)によればこの地域の埋蔵量の26

%がジュラ系の炭酸塩岩類にまた38%カミ白亜系の砂岩

に胚胎している.したカミって残りの36%の大部分が

第三系の炭酸塩岩類中にあることになるがその後白

亜系の炭酸塩岩類中の油層がペルシア湾内およびアラ

ビア半島南部で発見されているのでこの割合はかなり

変わっていると見草れる.現在この地域では二畳

系から第三系下部中新統までの諾層に石油･ガスの集

積が知られている(表3)が生産されているのは上

部ジュラ系以上の油･ガス層である.これらの諾層に

賦存する石油の産状は次のように大別される.�
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(石油鉱業連盟1971)

三)Tauros-Zagros山地の前脚丘陵帯の背斜構造における主

として第三系貯留層からの産油するもの.南東トルコか

ら南西イランにかけての油田がこれに属する.

ii)中間帯において基盤の地塊運動によって平原型榴曲構造

が発達した中部ジュラ系～中部白亜系の貯留層から産油す

るもの.カタｰル半島から南イラクまでのペノレシア湾中

部以西の油閏群がこれに属し重力異常と一致するほぼ南

北方向の非常にゆるい背斜構造で翼部の傾斜は平均5｡以

下である.代表例はサウジ･アラビアのGhawar油田

で全長約400k皿のEnNala背斜の南半を占め長さが

約/90k㎜もある.

iii)潜在岩塩栓を反映したドｰム構造における中部ジュラ系～

上部白亜系の貯留層から産油するもの.イラン南部から

オｰマン山地西方にかけての広大な岩塩ドｰム分布地域内

のペルシア湾南部およびアブダビ陸上の油国群カミこれに

属する.この油田構造はカンブリア系の岩塩層に由来

する岩塩の白亜紀後期から現在まで続いている貫入によ

って形成され貫入の条件としては少なくとも8,000皿

以上の地層が岩塩層の上に累積することが必要といわれ

ている.

4)企業別の探鉱･開発状況

図4カフジ滴田の地質断面図

(石油鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969)

アラビア石油株式会社

昭和33(1958)年2月故山下太郎によって設立され

たアラビア石油(株)はわが国の海外石油開発事業の

先駆者である.同社はサウジアラビア･クウユイト

両国の申立地帯の沖合(図3)に約7,000k皿2の利権を

取得し昭和34(1959)年最初の試掘井によって世界

第一級のカフジ油田を掘り当てるという幸運に恵まれた

(図4).現在までに発見されている油層はA層およ

びB層BahrainI層およびlI層(Burgan層中の砂岩)

(以上中部白亜系)とRatawi層(下部白亜系)の5枚

である.中でもBah工ainI･1I層は砂層で埋蔵量お

よび出油性において優れている.他は石灰岩油層であ

るが酸処理を行荏うと前者に匹敵する出油性を示す

ようになる.上位の4枚の油層の原油はKhafji原油と

いう商品名で呼ばれ昭和43(1968)年末までに約8,000

万邊を主として日本向けに出荷したカミその硫黄含有量

が2.98%とかなり高いためそ

の後目本向けの販売が難航して.

いる.一方Ratawi原油は

硫黄分が1.7～1.9%と少ない

ので早くからその生産が待望

されていたが昭和44年から本

格的な生産に入った.このほ

か同社は昭和38(1963)年

にフｰト油田をまた同42(1967)

年にルノレ･ドラの両油田を発見

している(図3参照).中でも

開発が進んでいるのはフｰト油

田でRatawi層を主要な産油層

とする本油田の原油は硫黄分

写真①ギャザリング･ステｰション(カフジ油田)〔アラビア石油(株)提供〕�



1%前後であり中東

地域産の原油としては

かなり低くカフジ油

田のRatawi原油とと

もにわが国の原油の

低硫黄化政策にすで

に大きく貢献してい

る.加えて昭和41

(1966)年12月には

日産3万bb1の製油所

がカフジ基地に設けら

れナフサディｰゼ

ル油およびC重油の生

産が行なわれている.

写真②フレア･スタック

掘さく装置およびフロｰ･ステｰション(カフジ油田)〔アラビア石滴(株)提娯〕

同社の昭和46(1971)年3月末現在の坑井状況昭和45

(1970)年度下半期の原油生産･出荷状況および同期

のカフジ製油所の出荷状況はそれぞれ表4表5お

よび表6に示すとおりである.

アブダビ石油株式会社

目本鉱業(株)丸善石油(株)および大協石油(株)の

3社は昭和42(1967)年12月6目アブダビ土侯国と

同国沖合の石油利権取得にかかる協定を締結した.3

社はこの協定に基づいて開発事業を推進するため翌

年!月17胃アブダビ石油(株)を設立し3社の保有す

る利権およびそれに伴う義務を同社に譲渡した.利権

地域はA鉱区2,820k㎜2およびB鉱区1,596たm-2(計

4,416し皿2)の両地区からたる(図5).

アブダビ石油(株)はGeophysica1Se･yiceInter･

nationa1社の請負いによってまず地震探鉱を行たうこ

ととし昭和43(1968)年4～!1月の間に側線長3,225km

におよぶ作業を完了その結果AB両鉱区に数個の

有望構造が発見された.この結果に基づいて同社は

米国のO丘shoreIntemationa1社の掘さくバｰ

ス1号井を開坑翌45年10月までにムバラス1～4号

井の掘さく･仕上げを完了し谷井から日産3,000～5,000

bb1の出油成績を得た.原油の一般的性状は比重AP

I33㌧41｡硫黄分0.7～L2%であった.加えて2号

井および4号井の頂部にそれぞれ日産2,000bb1の

コンデンセｰトおよび同40万皿3のガスが発見された.

ムバラスユ～4号の試掘結果について米国のC0工e

Laborato･ies杜に油層評価を行なわせている間に同社

はPegasus号を使って昭和45(1970)年10月1目A

鉱区でダルマ1号井を開坑翌年1月1目深度12,510

ftで掘止め引続いて試油を実施した結果Arab層(深

度約!1,000ft上部ジュラ系)およびA工aej層(同約12,

000ft中部ジュラ系)において軽質原油日産4,000bb1

およびガス回50万m3を認めた.原油の一般的性状は

比重API60㌧62｡硫黄分O,1%以下という良質のも

のである.この油層は北方へ向かって厚さを増すと考

えられるので同社ではこの鉱区の試掘を進める意向で

ある.先に述べたB鉱区での試掘の成功により本鉱

区の試掘のテンポを早め油田規模の早期把握をはかる

写真③試曲風景(カフジ油閏)〔アラビア石油(株)提供〕

写真④砂漠の貯油タンク鮮〔アラビア石油(株)提供コ�
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表4アラビプ石油(株)の坑井状況表5

(昭和46年3月末現在)

ブラピア看油(株)の原油の生産･出荷状況表6

(昭和45年10月～同46年3月)

油田�生産井�観測井�待機井�合計�一泊種��

�����項目＼＼＼�カフジ原油�フｰト原油

�����一■■�■�

名フ爵/;㌶�66�5�一��71生産量(千k1)�9,686�1,739

�10�2�一��12平均目産量(千バｰレル)�335�60

フｰト油田�26�･4�■�30���

ノレル油田���弓�山2�積出(千k1)�8,992�1,777

�一■�'一�����

����荷1'�製油所(〃)�646�一

ドラ油田�一�一�1����

����量�計(〃)�9,638�1,777

合計�102�11�3�1ユ6�本年3月までの生産量累計��

�����(千蛆)�120,011�5,401

��(石油鉱業連盟1971)�����

アラビア石油(株)カフジ製油

所の出荷状況

(昭和45年10月～同46年3月)

トト鰍へ打1

出荷量(千k1)

出荷量累計(〃)

�　

��

ディｰ

ゼノレ泊

�

�

重油

近77

㈬��

(石油鉱業連盟197ユ)

り進めている.

(石油鉱業連盟1971)

ためアブダビ石油(株)はO丑shoreIntemationa1社

から掘さくバｰジ｢リグ54号｣を追加チャｰタｰしそ

れによって昭和46年1月30目ムバラス5号弗を開坑

した･一一方ダノレマ1号井を仕上げた後Pegasus号

は再びB鉱区に回航され同年ユ月21日それによって

ムバラス6号井カ欄坑された.ムバラス5号井は同

年5月6目深度3,469mをもって掘止めとし引続い

て試油が行なわれ比重API4びの原油カミ1目当りおよそ

2,500bb1産出するという結果か得られた.ムバラス6

号井は同年3月29目深度3,493mをもって掘止めと

し引続いて試油カ茎行なわれたカミ目ぼしい結果は得ら

れたかった.次いで同年6月11目予定深度を3,4

60皿とするムバラス7号井が開坑された.これに先立

って同社はバｰレンのDe1o㎎杜からバｰジDe10㎎

162号をチャｰタｰし同年2月3目からムバラス2

号井の長期出油÷ストにかかりムバラス構造のより正

確た解明を期す肢と本油田の開発準備･計画を鋭意と

写真⑤アブダビ沖B鉱区における試曲風景〔アブダビ石油(株)提供〕

(石油鉱業連盟1971)中東石油株式会社

三菱鉱業同石油同商事

同重工の三菱グノレｰプ4社は昭和43(1968)年5月14

目アブダビ土侯国の陸上にEFGの3鉱区面

積6,470㎞12の利権を得て同年9月3目中東石油(株)

を設立した.昭和45(1970)年1月31日向杜は新た

にHIJの3鉱区面積9,O06㎞･2の利権をも取得

した(図6).現在同社は新旧両鉱区において地震探

鉱と試掘を併行して進めている..地震探鉱については

昭和43年12月開始以来同46年3月末までに側線長

2,289.9km一に及ぶ実績を上げている.試掘について

は昭和45(1970)年3月から12月にかけて3坑実施

されたカミいずれも成功に至らなかった.

そこで中東石油(株)はそれまでの探鉱実績に

AbuDhabiPetro1eum杜からの購入資料を加えて総

合的に検討した結果4坑日以後の探鉱方針としてリ

ｰフあるいはデノレタ堆積による層位トラップおよびそ

､

バ

'〉＼

=ゾヘJλ_へ

し1卜､

工.

ひ州1湖

漉利権熾6ム油田./
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'＼

了1川侯国β欄
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図5アブダビ石油(株)の利権地域(石油鉱業連盟1971)�
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れと構造との組み合わせトラップの発見を目指ナことと

した.この線に沿ってF鉱区を精査(地震探鉱)した

結果昭和46(1971)年3月上旬同鉱区北部に試掘地

点が決定され同年4月3目予定深度11,O00ftで

Tha皿a皿a層灘(下部白亜系)最上部のShuaiba層を目

標とするロフク1号井が開坑されたが深度10,441ftで

掘管を抑留され6月15目廃坑の止む汰きに至った.

またJ鉱区の地震探鉱は一時中断されていたが昭和

46年3月6周作業が再開された.

カタｰル石油株式会社

東京電力関西電力當土石油および関西石油の4

社は昭和44(1969)年3月20目カタｰノレ土侯国との

間に石油利権鴇定を結び同年4月25目カタｰノレ石油

(株)を設立した.さらに同年6月7目新鉱区を加

えて同社の利権区域は8,700km,2となった(図7)･

同社は昭和44年から同45年にかけて地震探鉱を実施し

その結果に基づいて当面の試掘地点が決定された.

掘さくはSEDCO(SouthEastemDri11ingIntemation

a1)杜カミ請負うことになり同社の掘さく装置Gu･t･w号

の到着をまって翌46年1月18目1号井が開坑され

同年4月10月深度3,568皿をもって掘止め引き続い

て行なわれたテストにより推定産油量1目当り2,000

bb1原油の比重はAPI40｡また硫黄分は1,0%という結

果が得られた.荒天のためこのテストは酸処理をし

たいで行なわれており酸処理によって産出能力は相当

向上するものと思われる.テスト終了後Gustow号は

㌧

○工

/て㌧_

椀

�

�

■

､

､

■

へ

､

､
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､'〉

カ
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J:5.O{3｡中東石油寿1催地域

含針:15,536仔

図6中東石油(株)の利権地域(石油鉱業連盟1971)

2号井の掘さく予定地に移動し同年5月14目開坑同

年7月26目深度10,680ftで掘り止め引続いてテスト

が行なわれている.

合同石油開発株式会社

カタｰノレ石油ノｰスス1コｰプ石油アブダビ石油

およびアラスカ石油開発の4社は昭和45(1970)年9

月30目カタｰノレ･アブダビ両土侯国の境界に位置し

カタｰル石油(株)の利権区域に隣接するエノレブンドク

油岡(図7参照)の共同開発事業に関しBP(B工itish

Petro1eu剛エクスプロレｰション社と基本協定を結ん

だ.上記の日本側4社は同年11月6目その地位の

継承を目的とする合同石油開発(株)を設立した.現

地政府との調整が終わって翌46年4月17目に試掘井

ELB-3号井が開坑された.同年6月21目向井は深度

3,123m･をもって掘止め引続いて行たわれたテストの

結果比重API37｡硫黄分約1.0%の原油カミ約3,000

bb1/目の割合いで自噴した.

イラン石油株式会社

イランは中東第1位の産油国で1968年には1億4,000

万トン以上の原油を生産している.そして原油単産

の95%以上カミC㎝s0τtium･(イラン国際石油財団)の手

で行なわれている.これはAng1o-IranianOi1社の

国有化問題カ掴際的紛争に発展した際その解決のため

1951年4月に設立された英･米･仏の石油資本による財

団である.これと時を同じくしてイラン政府は国営

石油会社Nationa1IranianOi1社(略称NIOC)を設立

した.同社はイラン領域および沖合の石油探鉱･開発

利権を独占的に保有し随時外国企業と合弁事業で

あるいは請負契約で石油の探鉱･開発･精製･販売を

行たっている.

昭和46(1971)年8月27目NIOCは日本グノレrプ

㌦ぺ､

ん∴

べさへ..一..

図7カタｰル石油(株)の利権地域(石油鉱業連盟1971)�
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MOBILおよびAMERADんHESSの3者と3鉱区の

共同開発契約を締結した.この3鉱区は前年夏国

際入札に出された4鉱区のうちの3つで日本グルｰプ

の鉱区は陸域にありかつてCOnsOrtium一が所有してい

たイラン南西のLo工estan地区(面積8,400止m2)である.

これに対してアメリカの2社が取得した鉱区はアラ

ビア湾海域の処女地である.日本グノレｰプは三井物産

(株)帝人(株)三菱商事(株)および北スマトラ石油開発協

力(株)の4杜からたりLorestan地区の鉱区入手に当っ

て酉ドイツのデミネックス社と激しく競った.日本グ

ノレｰプの調印ボｰナスは3,500万ドルといわれ他の2

者のそれよりはるかに高かった.そのほか日本グ

ノレｰプには生産段階で製油所および石油化学工場の建

設義務がある.また三井グルｰプがNPC(イラン

国営石油化学会社)との間で年産30万トンのエチレンプ

ラントの建設を行なう合弁事業に調印してこの鉱区の

入手に側面的な援助を行なった.ともかく同年9月

22目上記目本側4社はイラン石油(株)を設立しさら

に同年11月にはNIOCと折半出資で現地操業会社｢イ

ラン･日本石油有限責任会社｣を首都テヘランに設立し

て本格的た探鉱･開発活動に入った.

よびニュｰギニア北部に想定される太平洋大陸の3者に

とり囲まれた変動帯に存在する.この変動帯の中に各

時代の地向斜が形成されたが石油･天然ガス鉱床を形

成する主要な地向斜は第三紀のものである.このう

ちもっとも重要なものはスマトラｰジャワの油田を形

成するスマトラ地向斜である.この地向斜はジャワ海

東部で北に向きをかえカリマンタンの東海岸に伸び

ここにも多くの油田が成立している.また中生代の

地向斜としてチモｰノレセラムおよびフトンから

スラウェシを通りフィリピンに伸びるBanda地向斜

がありここでもわずかではあるが出油しておりかつ

いくつかの油徴地が知られている.

北スマトラ石油開発協力株式会社

アラビア石油(株)に次いで海外石油開発に進出し

成果をあげているのが北スマトラ石油開発協力(株)

である.同社はインドネシア共和国の国営石油会社

PERMINAの管理する北スマトラのラントウ油田地区

(図8)の復旧･開発について締結された次のような

内容の覚書に沿う業務を遂行することを目的として昭

和35年(1960)6月1目に設立された.

3.東南アジア地域

1)インドネシア

インドネシアは東経95㌧141｡北緯7｡～南緯1ゴに

わたって散在し大小合わせて13,677の島からたる世界

最大の島嗅国家である.したカミって地質の変化も多

様であるがインドネシアの油･ガス田を大観すれば

タイ･マレｰシアから伸びるBanda陸棚オｰストラ

リア西部からインドネシアを通りインド洋に達する

インドｰオｰストラリア大陸(古ゴンドワナ大陸)お

写真⑥ATTAKA5号井の試滴風景〔インドネシア石油資源開発(株)提供〕

イ)1｣本側は188億4,500フ∫円のクレジットを資材設備およ

び役務などの形で供与する.

口)契約期間10年.

ノ､)PERMINAはクレジットの返済として現在の生産量

辛
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図8北スマトラ石油開発鵜カ(株)の鉱区(石油鉱業連盟1971)�
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図9ラントウ汕田の

を超える増産原油の40%を無償で提供する(10年脚で560

万k1).

二)年間250万k1を一応の生産目標としこれ以上増産した場

合の分け前は別途協議する.

たお原油無償引取り分については昭和38(1963)

年と同40(1965)年に改言下措置がとられた結果返済総

量560万k1に変わりないが毎年度の返済基準に(年間最

低返済量28万H)十(昭和40年の生産実績を超えた増産分

の50%)とたった.次いで昭和42年4月pERMINA

との間に締結された改訂契約により契約期間が昭和48

(1973)年!2月まで延長された.この間昭和43(1968)

年8月pERMINAはPERTAMINと合併してP正

RTAMINAとなっている.ラントウ油田はランサ市

の南東方約20L皿タミァン河の河口より西に21長mの

上流に位置する(図9).本油剛こは20本前後の胴切

り断層によって修飾された2つの極隆部を有する背斜構

造が認められる(図9).本油田の最深井である52号丼

の坑井地質は次のとおりである.

0～10m表土

10～204mSeuru1a層(鱒新統おもに泥岩

でシノレト岩･砂岩を挾有)

204～1,110mKeutapang層(上部中新統お

もにシルト岩で砂･泥岩の互層

を伴う)

ユ,110～2,362m(掘止め)Grensk1ei層(中部中新統泥岩)

油層はすべてKeutapang層中の砂岩で26枚を数え

るほか6～7枚のガス層もある.油層には地区によ

り消長があるか全地域を通じてよく発達しているのは

600m層750～770m層および800m層である.そ

のほか400皿層はラントウ地区で560n1層はアルノレ･

バンバンおよびアルノレ･チュチエｰルの両地区でまた

640皿層はバヤ･リンタ地区でよく発達している.

ラントウ油田はその南東のスランジャヤ油田に次い

で1929年に発見され1941年第2次大戦が勃発する

までに158坑も掘さくされた.第2次大戦中には

地

下構造(石油鉱業連盟1971)

日本軍により13坑掘さくされた.戦後1957年12月

PERMINAが創立されるまでの間は産油も微々たる

ものであったが1960年6月には北スマトラ石油開発

協力(株)の協力による本格的な復旧･開発が始まり

昭和45(1970)年末までに154坑の改修および209坑

の新掘を終わり前者については114坑が成功また

後者については実に196坑が成功という輝かしい成果を

収めている.翌46年に入ってからも改修･新振作業は

順調に進んでおり同年3月末までにすでに6坑の改

修および8坑の新掘を完了している.

原油生産は昭和35(1960)年には80万k1であったが

翌39年には早くも100万k1を超えその後漸次増加し

昭和44(ユ969)年には待望の200万Hを超え翌45年に

は205万Hを上回る実績を示した.このようた生産実

績を反映して返済原油の引取りも順調に推移し昭和

43(1968)年以降は毎年60万Hを上回っており昭和45

年末までの返済原油引取量の累計は438万k!となった.

北スマトラ石油開発協力(株)がPERTAMINAに供与

したクレジットは昭和46(1971)年3月までに179億

円余に達したがその内訳は資材･設備が約157億円

また役務カミ約22億円と改っている.

イニノトネシア石浦資源開発株式会社

旧石油資源開発(株)と北スマトラ石油開発脇カ(株)

の両者は現在後者が開発しているラントウ･バルクブ

ハン地域の沖合部へ進出する構想をもっていた.これ

はi)北スマトラ石油開発協力(株)が行なってい

る陸上部の開発と平行して沖合部の探鉱作業を推進で

きるii)この沖合部には北スマトラｰ中部スマト

ラ油田地帯の延長として背斜構造の存在が予想される

たど沖合部の探鉱条件がきわめてよいからである.

この沖合鉱区については1963年カナダ法人リファ

イニング･アソジェｰツ社がPERMINAと契約し1

年半にわたってスバｰカｰと構造試錐を行なっていたと

ころで鉱区の広さは約23,000長蛆2でアラビア石油�
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(株)カミ当初取得した利権面積の3倍以上もある(図10).

昭相39(1964)年リファイニング･アソジェｰツ社は

PERMINAを通じてこの契約の譲渡を北スマトラ石

油開発協力(株)に申入れてきた.その後契約譲渡

の話合いは急速に進み昭和40(!965)年9月覚書を

交換し旧石油資源開発(株)と北スマトラ石油開発(株)

との共同出資により翌41年2月21目北スマトラ海洋

石油(株)が発足した.同社の契約方式は生産分与

(P･S･)方式と呼ばれるもので総生産量の40%を作業費

の代償として日本側が引取り残りの65%をpERMINA

35%を日本側が取得するという内容のものである､昭

和42(1967)年9月1目北スマトラ海洋石油(株)は

インドネシア石油資源開発(株)と商号を変更するとと

もに旧石油資源開発(株)がPERMINAと契約した

カリマンタンのブニュｰ島沖およびマノ･カム沖の利権を

継承した(図11).

北スマトラ海域については昭和41(1966)年から同

42年にわたって空中磁気探鉱がまた同41年から同43年

にわたって海上地震探鉱が行なわれた.これらの結果

に基づいて昭和43(1968)年から試掘カ欄始され同

45年7月までに12坑が掘さくされどの試掘井において

も油･ガス徴が認められとくにラヤ沖においてはガス

層が確認されたカミ生産井として仕上げるまでに至って

い狂い.また昭和45(1970)年6月にはラヤ沖構

造およびスス沖南方の構造精査ならびに両沖合の未調

査海域の構造確認を目的として地震探鉱が追加･実施

された.翌46年5月4目同社は本海域の鉱区につい

てガノレフ社と共同作業協定を締結した.本協定に基づ

いてガルフ社がオペレｰタｰとなり同年5月30目ノレ

キ沖に試掘ONS-CX1号井を掘さく装置TW-60によっ

て開坑し同集8月3目深度10,182ftをもって掘止め

目ぼしい油･ガス層がなく廃坑することに決した.

東カリマンタン海域についてはまずブニユｰ沖にお

いて昭和42(1967)年に空中磁気探鉱翌43年にスパ

ｰカｰおよび重力探鉱が実施されマノ･カム沖において

も昭和42年から同43年にかけて空中磁気探鉱スパ

ｰカｰ重力探鉱および地震探鉱が行なわれこれら

の調査結果に基づいて同44年から試掘が開始された.

昭和45(1970)年までに5坑が掘さ､くされどの試掘井

にも油･ガス徴が認められたが商業的な生産量をあげ

得るような油･ガス層の発見には至らたかった.一方

マノ･カム沖のインドネシア石油資源開発(株)の鉱区に隣

接した地域に作業権をもつUnionOi1Co.ofIndonesia

と地震探鉱資料を交換して検討を進めていたところ両

社の契約地域にまたがってAtt･k･構造カミ存在すること

が明らかになったのでこの構造を囲む地域を両社均等

に出し合って共同作業区域(Attak臥Union,図12)を設

定し共同で探鉱することに話合いカミまとまり昭末口45

年4月17目その作業協定が締結された.この協定に

基づいて同年5月20目から試掘1号井を掘さくした結

果有望な油層カミ多数発見されたので引き続いて2号

井を1号井の南方約2哩の地点で掘さくし同年10月に深

度3,255～5,228ftの聞で4層の試油を実施したところそ

のうち1層において低硫黄原油3,100bb1/dayを自噴し

たほかその他の層においても石油･ガスの自噴が見

られた.引き続いて昭和46(1971)年3月までに3～

5号井の試掘が行肢われたが試油の結果は4号井を

除いてすべて良好であった.そこで同年3月には1

号井の近くに多坑掘りプラットフォｰムA(予定は傾斜

掘り9坑)が建設された.本プラットフォｰムの1号井

ATKA1号井は同年4月3目掘さく装置Mac1eam

インドネシア石減資源開発

インドネシア石油資源開発鰐ヨ

㍗一､,､∵(

/･･.フン1州

北スマトラ石油

ノク'イ

ツハネf1サバ

/･1

!'川.二･

�

リマソタニ/

寸

一

�

マハカム沖

w1ソ_

､/一

㌻ノ

ゾ

㍗

1九州石油開発㈱

､㌧

図10イン㌍ネシプ有油資源開発(株)の鉱産

その1北スマトラ沖(石油鉱業連盟1971)

図11インドネ

その2東カ

シプ石油資源開発(株)の鉱区

リマンタン紳(石油鉱業連盟1971)�
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図12ATTAKA共同鉱区と試掘位置(石油鉱業連盟ユ971)

号によって開坑され5月23目深度8,932ftをもって

掘り止めとされた.引き続いて同年7月28目までに

A-2号井(深度10,431ft)およびA-3号井(深度g,536

ft)の掘さくが完了しさらに6坑井の掘さくカミ順次行

たわれ予定の9坑井を掘り終わった時点で試油テス

トが行なわれることにたっている.

このブロック以外については先に述べた5坑井に続

くATK6号井が昭和46(1971)年6月8目掘さく

装置WOD瓦COVIによって開坑されたカミ目ぼしい油

･ガス層に当らず同月28目深度g,285ftに達して廃

坑された.さらに同年7月3目予定深度8,300ft

のATK7号井が開坑された.

インドネシア石油資源開発(株)はAttaka構造を除く

全東カリマンタン海域についてはフランスの石油会社

CFPと共同で探鉱することとし昭和45年7月1目

その基本協定に調印した.本協定はPERTAMINA

およびインドネシア政府の承認を得さらに日本政府の

許可を得て同年9月1目に発効した.なお同目付で

CFPはこの基本協定のすべての権利･義務を子会社の

TOTAL杜に譲渡し以後回杜と共同探鉱が行たわれる

ことにたり同年12月から地震探鉱を実施しその結果

に基づいて翌46年6月16目Mahan監Kaju11号井が掘

さく装置EWThOmtonにより開坑され7月3ユ目深

度2,952㎜に達したが目ぼしい油･ガス層がたく廃坑

された.

ぐ!∵

“

南カリ'{ンタニノ

カリマンタノ沖

㌧放棄地域

九州石鰯翻傭東カリマン〃地域の内,

契約{こより25多を昭和45

年ユ月一6目返還した｡)

1義ス

･Hニノｰ㌧/

図13九州石湖開発(株)の鉱区(石油鉱業連盟1971)

ア政府から次いで同年3月31目に日本政府からそれ

ぞれ承認を得た.この契約に基づく事業を進めるに当

り九州石油(株)およびその株主を中心とした出資に

よって設立されたのが九州石油開発(株)である.設立

後間もなく同社は南東カリマンタン沖の約65,000k･n2

の海域(図13参照)についてもカナダ法人リァアイニ

ング･アソジエイッ杜から全権益の譲渡を受けた結果

鉱区面積は195,000km2となった.

南カリマンタン海域については昭和42(1967)年8

月20目まずフランスのC.GS.杜による空中磁気探

鉱を開始次いで米国のWestem杜による地震探査を

実施し前者は同年11月!8目また後者は翌43年5月末

にそれぞれ現場作業を終了した.掘さく基地として

はマザレンボ島カミ選ばれ基地建設は鹿島建設(株)に

より翌43年5月着工同年9月末に完工した.掘さく

には米国のZapata杜カミコントラクタｰとして起用され

同年12月17目1号井の試掘を開始それぞれ異なった

構造に対して翌44年10月末までに8坑の試掘カミ行なわ

れたがいずれも出油を見るに至らず現在この海域に

おける掘さく作業は中断されている.試掘と平行して

米国のRayおよびDe1taの両社により未調査地域に

対して地震探鉱が行たわれておりこれは掘さく作業中

断後も断続的に実施されている.

九州石油開発株式会社

昭相41(1966)年1月22目九州石油(株)は一PERM･

INA社との間に南カリマンタン沖の約13万km…､の海

域(図13)の石油資源の探鉱･開発について生産物分

与方式による契約を締結し翌年1月19目にイソドネシ

南東カリマンタン海域については昭和43(1968)年

7月8目C･G･S･杜による空中磁気探鉱が次いで同

社Ray社およびDe1ta杜の3社による地震探鉱が

さらに後2者による海上磁気探鉱カ欄始されこれらの

現場作業は翌々45年2月末に終了した.これらの調査�
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図14(株)ジャパン･ロｰザルファｰオイルの利権地域と開発予定の構

造(石油鉱業連盟1971)

結果に基づいて同年3月6目Zapata杜によって試掘

1号井の掘さくが開始され同年10月17目までに4坑の

試掘が実施されたがいずれも出油を見ず以後掘さく

が中断されたまま今日に至っている.たお契約に

基づいて昭和44(1969)年1月南東カリマンタン海

域の鉱区のうち25%相当の区域がPERTAMINAに返

還された.この間九州石油開発(株)は米国の

UnionCarbitePetro1eum-Inc.(uC.P.C.)と南東

カリマンタン海域については昭和43(1968)年10月9目

また南カリマンタン海域については同年11月25日それ

ぞれ共同開発に関する契約に調印した.両契約とも

U.C.P.C.(後に100%子会社のUni㎝Ca工bitePetro工eum-

IndOnesia,略称U･C･P･I･へ契約を譲渡)が一定の作

業を実施し条件を満した場合九州石油開発(株)の

有する不可分権益の50%を譲渡するという内容のもので

あり南カリマンタン沖については昭和44(1969)年

12月末目また南東カリマンタン沖については翌45年

12月末目にそれぞれ条件カミ浦たされたのでU･C･P･I･

杜は両区域の権益のそれぞれ50%を取得した.

さらに昭和45年8月にはuC.P.I.社ともども

酉ドイツのDeminex杜と南カリマンタン坤の共同開発

に関する契約を締結し現在同区域の権益は九州石

油開発(株)および上記両社の3者がそれぞれ3分の

1づつ保有する形となっている.また南東カリマン

タン沖についてもU.C.P.I.杜がB.P.杜にその半

分の権益を譲渡したことにより権益持分は九州石油開

発(株)50%uC.P.I.社およびB.P.杜がそれぞ

れ25%となっている.

カリマンタンの既存油田は東海岸地域に集中している

とはいえ南東部にも皆無ではたくBandjamasinの北

東方の内陸部にTa･dj･･事およびWa･･ki･Se1ata･の

両油田が知られている.このうちTandjung油田は

ボルネオ島で始新統から産油している唯一の油田である.

これに対して東カリマンタンの油田はすべて鮮新統～

中新統から産油している.また南東～南カリマンタ

ンの陸域には目ぼしい油田は知られていない.この

ようた点から九州石油開発(株)が権益を取得した海

域はもともと石油資源に恵まれていないのかも知れな

いしまた恵まれているとしてもあり方が東カリマ

ンタンのものと異なる可能性が大きいと考えられる.

これまでの九州石油開発(株)の探鉱成果がかんばしく

なかったことにはこのような自然条件による探鉱方針

確立の困難さによるところも少なくないがあろうが地

質学的に見てこの海域は石油資源があっても不思議で

ないところなのでこの困難を克服して最終的には大

油田が発見されることが期待されている.

株式会社ジャパン･ロｰザルファ.オイル

米国法人IndependentIndonesianA狐ericanPetro-

1eumCo｡(略称IIAPCO)は他のパｰトナｰと共同

でPERTAMINAとの間に北酉ジャワおよび南東ス

マトラの両海域の2鉱区(図14)について生産物分与

契約(ProductiOnshar五ngcOntract)を結んで利権を取

得し逐次成果をあげている.一方伊藤忠商事(株)

電力3社製鉄3杜精製2柱その他12社はIIAP-

COの株式を取得し同社の開発計画に協力することに

よって上記鉱区から産出する低硫黄原油の一定量を

日本向けに安定的に輸入する利権の取得にかかる協定を

同社との間に締結した.昭和45(1970)年3月5日

この協定に基づいて(株)ジャパン･ロｰザノレファｰ

オイル(略称JALOSCO)が設立された.原油は昭和

46(1971)年内に持ち込まれることにたっておりかつ

図16に示されたEB+KCintaおよびKittyの各構

造に対して近く開発井の掘さくが開始される予定である.

2)マレｰシア

マレｰシア連邦はマレｰ半島のマラヤ1!州とボル

ネオ島北西部のサラワク州および同島北端のサバ州と

からたっている.このうちマレｰ半島はスンダ陸塊

と呼ばれる変成岩･火成岩地帯で最近沖合に鉱区が設

定されるまでは石油･天然ガス鉱床の探鉱の対象とは

考えられたかった.これに対して北ボルネオの方は

古くから石油の探鉱･開発が行なわれていた.サラワ

ク州東部ブルネイサパ州西部およびこれらの北西

側海域は白亜紀後期から沈降して北西ボノレネオ地向斜

を生じ第三紀および第四紀を通じて10,000m以上の

堆積が行なわれ存ところである,またサバ州の東部�
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においても中新世ころから沈降と堆積が行なわれたカミ

これは北酉ボルネオ地向斜のバック･ディｰプもしく

は丁鮒akan,Bunju,SangaSangaおよびTandjungな

どの油田を抱く東ボルネオ地向斜の北方延長部に当ると

されている.

サバ･テイセキ･オイルガンパニｰ

帝国石油(株)は昭和39(1964)年7月マレｰシ

ア連邦サバ州における石油および天然ガスの開発を目的

として現地法人サバ･テイセキ･オイノレカンパニｰを

設立し同社はサバ州に約!9,O00km2の鉱区(図15)を

取得した.同社は広域がつ組織的た地表地質調査およ

び各種の物理探鉱を実施して数個の構造を確認昭和45

(1970)年7月からシブコ湾で3坑の試掘を実施しそ

れぞれ有効た資料を得たカミ直接的には少量のガスを認

めただけに止まった.この間昭和44(ユ969)年2月

間杜に対する投資の一元化のため日本法人サバ石油開

発(株)が設立されこれには帝国石油(株)ほか

石油開発公団目本鋼管(株)丸紅飯田(株)およ

び安宅産業(株)が出資している.

薗支那海∂o

(下刈カ)へ

ノ

バ州

“^一一一～･一一一蟻

カマy

ヌル海

サバ海洋石油株式会社

住友商事(株)帝国石油(株)住友金属工業(株)

住友化学工業(株)住友金属鉱山(株)住友石炭鉱

業(株)住友電気工業(株)および住友海上火災

保険(株)の8社はフランスの国営石油会社SOci6t6

Nationa1edesP6tro1esd'Aquitaine(通称SNPA)の

100%子会社AquitainePetro1em(SouthEastAsia)

(略称APC)に対して昭和44(1969)年12月5目サ

バ州北東沖合3,717たm2の石油鉱区(図15参照)を共同

､ノ

セレペス海

写真⑦サバ州東部テント半島地域における地表地

質調査隊〔サバ･テイセキ･オイル杜撰供コ

図15サバ州東方海域におけるサバ･テイセキおよびSNPAの鉱区

(石油鉱業連盟1971)

探鉱することに同意し同目目仏間で基本項目契約書

に調印した.この鉱区は1965年APCがサバ州か

ら入手したもので同社単独で各種の物理探鉱が行たわ

れており有望な数構造に対して試掘を行たう段階で

日本側に話しカミ持込まれたものである.昭和44年!2月

22目サバ海洋石油(株)が上記目本側8社によって設

立されAPCと8社による基本項目契約の権利･義務は

この新会杜に引継カミれた.

写真⑧サバ州東部海域における地窟探鉱〔サバ･テイセキ･オイル杜提供〕�
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同社は翌45年6月18目から同年12月3目にかけて

APCがオペレｰタｰどたり米国WestemO丘shore

Dri11ingandExp1orationCo.(通称WODECO)の所

有する掘さく船WODEC07号により地震探鉱によ

って発見された3つの構造に対してそれぞれ1坑づつ

の試掘を行なった.これによって得られた資料は目

下APCにおいて検討されているが近く物理探鉱が再

開される予定である.この間1969年11月マレｰシ

ア連邦政府が緊急布告を発してサバ州カミ管轄していた

沖合石油鉱業に関する権隈を連邦政府に移管することた

どがあったカミ昭和46(1971)年2月13目同社はか

ねて申請していた石油鉱業権者としての正式許可をマ

レｰシア連邦政府およびサバ州政府から取得することが

できた.

の数個所に小分布している.Ch･･Phy･平原地区は三

角洲平野でタイ(シャム)湾に開いた第三紀の構造盆

地である.最近バンコク北方に掘さくされた数本の

坑井によれば第四系の下に古生層の存在が判明したの

で海成第三系はバンコク南方の三角洲および沖合の海

域に存在するものと考えられている.

タイ国政府は1967年6月21日この海域186,655平

方哩19区画の入札申請受入れを発表しEssoEastem,

Mobi1Oi1,A1tanticRich丘e1dおよびContinenta1Oi1

CompanyofThai1and(略称CONOCO)だとの13社

が応札した.同年10月1入札者4区画を限度として

図17に示すようにCONOCO(10および11区画)を含

む6社に沖合17区画および陸上1区画の仮認可が与

えられた.

3)タイ

タイは長大なヒマラヤ地向斜の一部を占め地質学的

に榴曲帯地区KhOrat高原地区およびその間に位置

するChaoPhya平原地区の3つに分けられる(図16).

古生層は低度から高度の変成作用を受けた堆積物で花

商岩類とともに北部西部および半島部において福

山帯地区を構成し南北方向に走る山脈を形成している､

Khorat高原地区は主として三畳系～白亜系に属する

KhOrat統からなり砂岩およびシルト岩からなる陸成

層が卓越している..また同統の比較的薄い海成層の

小分布が北部および北東部にある.第三紀層は北部の

山間盆地に分布し鮮新統に属する湖沼成および河成の

堆積物からなり石油鉱床油母頁岩およびアスファ

ルト鉱床を胚胎している.また海成第三系が半島部

写真⑨サバ州ジフコベイにおける海上試掘(バｰジはNOLA皿号)

〔サバ･テイセキ･オイル提供〕

三井石油開発株式会社

三井グルｰプとしてはかねがねグルｰプの総力を結

集して石油開発事業へ進出することを検討中であったカミ

昭和44(1969)年7月16目に創立総会を開催し三井グ

ノレｰプ17社を株主として三井石油開発(株)を発足さ

せ同年7月19目設立登記を完了した.同社は三

井物産(株)より譲渡を受けたインドネシア石油資源開

図16タイ付近の地質図(石油鉱業連盟･天然ガス林業会1969)�
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発(株)への出資およびコロンビア石油(株)への参

加のほか同社独自のプロジ主クドとしてタイ沖の石

油開発事業を行なっている.

タイ沖石油開発事業は三井鉱山(株)がかねてから

友好関係にあったCONOCOより勧誘を受け交渉の

結果昭和45(1970)年4月基本的合意に達し同年

6月4目CONOCOの所有する面積21,358km2の利権

区域(図17)の不可分権益の50%の譲渡に関する契約調

印が行なわれた.三井石油開発(株)はその契約上

の地位を譲り受けたものである.

タイ(シャム)湾は石油資源について東南アジア

における残された有望大陸棚の1つで一CONOCOは

昭雨43(1968)年4月4目タイ国国土開発省より上記

利権区域の探鉱･開発権を賦与されて以来2年にわた

って地震探鉱を行たい数個の顕著た隆起構造を認めた.

三井石油開発(株)はこれらに対する試掘を計画中であ

ったが昭和46(1971)年6月11目O伍shore杜のジャ

ッキアップ掘さく装置No工thStar号によってSURAT

･1号井(予定深度3,000m一)を開坑するに至った.しか

し深度2,802皿に達してテストを実施したところ装置

が破壊されたので新装置の到着をまってテストを再開

したが良好た結果が得られず8月2目深度2,971

㎜をもって掘止め廃坑された.(つづく)

(筆者は燃料部)
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図17タイ(シャム湾)の沖合鉱区

(石摘鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969)
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